
令和５年度学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織 

（１）都立足立高等学校 学校運営連絡協議会（定時制課程） 

（２）事務局の構成    主任教諭（教務部主任）＝事務局長   １名 

（３）内部委員の構成   副校長、経営企画室長、主幹教諭等  計５名 

（４）協議委員の構成   公的機関代表、近隣小・中学校代表、保護者代表、地域代表、学識経験者 計６名 

 

２ 令和５年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１回から第３回まで）の開催日、出席者、内容、その他 

第１回 令和５年６月23日（金）内部委員５名、協議委員５名 

協議委員委嘱、委員紹介、評価委員の委嘱、学校経営計画、昨年度の学校運営連絡協議会の課題 

本校の現状と課題等説明、協議・意見交換 

第２回 令和４年11月16日（木）内部委員５名、協議委員５名 

各分掌・学年等の中間総括説明、協議委員からの教育活動に対する意見、学校評価アンケート実 

施及び同アンケート（案）の内容検討、協議 

第３回 令和６年３月８日（金）内部委員５名、協議委員３名 

各分掌・学年等による総括説明、学校評価アンケート報告及び学校運営に関する意見・提言、 

協議等 

（２）評価委員会の開催日等 

第１回 令和５年６月16日（金）内部委員１名、評価委員２名 

評価委員委嘱の説明、今年度の活動計画の検討、協議 

第２回 令和５年11月２日（木）内部委員１名、評価委員２名 

学校評価アンケート案の内容及び実施方法等の検討、協議 

第３回 令和６年２月26日（月）内部委員１名、評価委員２名 

学校評価アンケート結果原案の検討、協議 

 

３ 学校運営連絡協議会による学校評価 

（１）学校評価の観点 

「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施する。 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

・12月 全校生徒  対象：103人  回収：92人  回収率：89.3％ 

・12月 保護者全員 対象：077人  回収：37人  回収率：48.1％ 

・12月 近隣住民  対象：015人   回収：15人  回収率： 100％ 

・12月 教職員   対象：019人  回収：19人  回収率：0100％ 

（３）主な評価項目 

学校運営、学習指導、生活指導、進路指導、特別活動・部活動、健康・安全、施設・設備、ＬＷＢの推進 

（４）評価結果の概要 

・保護者の「子供を入学させたこと」への肯定的評価は98％だった。一方、生徒の肯定的評価は94％と前年

度比３ポイント増加した。 

・生徒の進路指導に対する肯定的評価は87％と前年度比７ポイント減だった。一方、保護者の肯定的評価は

92％と前年度比７ポイント増だった。 

・教員の「分かりやすい授業をしているか」への肯定的評価（自己評価）が100%だった。 

・教員の「体罰・暴言はない」「いじめ防止の取組を進めている」への肯定的評価が 100％に達しなかった。 

 

（５）評価結果の分析・考察 

・生徒及び保護者の「入学した（させた）こと」への肯定的評価はともに90％超であることから「学校満 

足度」との相関がうかがえる。 

・教員の「体罰・暴言はない」、「いじめ防止の取組を進めている」の評価結果については、次年度早々に 

調査・分析する機会を設け再考察する。引き続き本校の使命を果たすためにも、教育活動の一層の充実 



を図り、生徒が安心・安全な学校生活を送る中で、入学前より成長したと実感できる指導を推進し、生 

徒・保護者の学校満足度を一層高めていくことが大切と考える。 

 

４ 学校運営連絡協議会の成果と課題 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

・協議委員から本校の課題や問題点、改善点について一般的批評ではなく、具体的な質問や遠慮のない建設 

的な意見・提言を受けることができた。 

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

・生徒の教育相談に対する肯定的評価は 92％であった。今後も生徒が相談しやすい環境を保持することで、

安全かつ健全な学校生活及び日常生活の継続に寄与することが課題である。 

・義務教育段階の読み・書き・計算に課題のある生徒を進級・卒業させるための手立てを講じることが課題

である。 

・学校評価アンケートの生徒の回答については、17の設問中、肯定的評価が90％以上に達したのは７問、一

方、肯定的評価が 90％に満たなかったのは 10 問あった。退学防止の観点からも一層、生徒の状況把握に

努めることが必要である。 

 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

（１）学校運営 

・本校のスクールミッションや日頃の学校生活の様子を適宜、学校ホームページ、学校見学会、学校説明会

等の機会を通じて、これまで以上に外部へ情報発信し、本校教育活動への一層の理解を得ることで入学希

望者数増又は維持し続けられるよう学校広報の工夫改善を図る。 

・これまで以上に地域から大切な存在と評価されるよう、よりよい教育活動の実践に努める。 

（２）学習指導 

  ・アクティブラーニングの視点を取り入れた授業改善への取組を継続し、生徒の主体的な学びを引き出す。 

  ・各種検定・資格取得に資する必要な学習支援等を組織的に行える体制整備に取り組む。 

（３）生活指導 

  ・生活指導の一層の充実には保護者や地域の理解と協力が必要である。校則は、学校生活を送るに当たり、

必要かつ合理的な範囲で定めた学習・生活上の規定であるということを理解してもらう。 

（４）進路指導 

  ・入学年次からの進路指導を充実させる。 

  ・生徒、保護者に向けて適時、適切な進路情報を発信するなどし、進路実現への意識啓発を図る。 

（５）特別活動 

  ・学校行事、ホームルーム活動、生徒会活動等の充実を図り、生徒の学校に対する帰属意識を一層、醸成 

する。 

 

６ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合 

（１）協議委員人数 ６人 

（２）学校がよくなったと（「どちらかといえばそう思う）を含む）答えた協議委員の人数  ６人 

そう思う 
どちらかといえば 

そう思う 

どちらかといえば 

そう思わない 
そう思わない わからない 無回答 

６ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

７ 職員会議、企画調整会議等への協議委員の参加実績 

・実績なし。 

 

８ その他 

・学校評価アンケートの回収率の更なる向上について工夫を図る。 

・地域、保護者による学校評価の精度を上げるため教育活動に係る情報発信の在り方を改善していく。 


